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三菱マテリアル㈱

朝来市生野町小野　史跡生野銀山

8．見石
み い し

飾幕
かざりまく

（若林
わかばやし

山
やま

）

昭和54年12月4日

有形民俗文化財

江戸時代後期～明治時代

宝永2年（1705）、若林山山師の菊屋勘兵衛が、自営する鉱山の盛況を祝い、山神祭りに

「見石」と称し、その年に取れた極上の鉱石を山車の上に乗せ、金糸･銀糸を織りなした飾幕

で飾り、町中を練り廻した。

以後、緑青山(りょくしょうやま)・久林山(ひさばやしやま)・福寿山(ふくじゅやま)・大亀山(おお

かめやま)・篤慶山(とくけいやま)・太盛山(たせいやま)・千珠山(せんじゅやま)などの山師もこ

れにならって時期を山神祭にあてて、その従業者によって練り廻わした。幕末以後�若林区・

金香瀬区・太盛区の三台の山車を残すのみとなったが、明治の末期から大正の初期に至っ

てこれも廃止された。
その当時の山車の一つ若林山の飾幕である。龍に乗った乙姫・亀に乗った浦島太郎が
刺繍されている。
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